
株主通信
第　期 中間期60
2024年4月1日 2024年9月30日

株主の皆さまとJMSをつなぐコミュニケーション誌

座談会「ネオシールドの技術革新と挑戦」

改善を重ね、より良い製品を

サステナビリティ経営への取り組み

サステナビリティレポート
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　当社は5月16日、帝人ファーマ株式会社
と腹膜透析を主とする合弁会社設立の契約
を締結しました。両社が共同出資する合弁会
社は、当社の腹膜透析事業に関する営業機
能と、帝人ファーマがこれまで築いた在宅医
療事業のノウハウや地域包括ケア関連の事
業を組み合わせ、シナジーを創出。設立後は、
医療従事者や透析患者さんの腹膜透析に対
するニーズに応え、在宅腎不全治療における
サービスのさらなる充実を図ります。

　当社の連結子会社である大連ジェイ・エム・エス医療器具有限公司（以下、 
JMS大連）が、同社製造の人工心肺用熱交換器について、テルモ医療製品（上
海）有限公司（以下、テルモ上海）と、中国国内における独占販売協力契約を
締結しました。
　中国では心臓外科手術が増加しており、安全で高品質な手術関連製品の需
要が拡大しています。このような状況を受け、JMS大連は、人工心肺用熱交換
器の上市準備を進めています。このたび、中国市場において幅広い販売網を
持つテルモ上海と連携し、シェア拡大を目指します。

　当社の閉鎖式薬剤移注システム「ネオシールド」が、2024年度グッド
デザイン賞を受賞しました。本製品は、がん化学療法において、医療従事
者が抗がん薬を安全に取り扱うための調剤・投与システムです。優れた
閉鎖機構を備え、簡易かつ効率的に操作できるデザインが高く評価され
ました。今後も、安全で安心な医療に貢献する製品およびサービスの提
供を通じ、医療を必要とされる方と支える方のQOL（クオリティ・オブ・
ライフ）向上に努めてまいります。
　本誌の「JMS PREMIUM REPORT（P.3-4）」では、「ネオシールド」
の開発、生産、営業に関わる担当者による座談会を掲載しています。あわ
せてご覧ください。 〈リリース日　2024年10月16日〉

在宅の腹膜透析治療に特化

腹膜透析液「ペリセート」 自動腹膜灌流用装置
「APD装置 PD-Relaxa」

JMS TOPICS

帝人ファーマとの合弁会社設立へ

安全で効率的な調剤・投与を実現

閉鎖式薬剤移注システム「ネオシールド」

人工心肺用熱交換器

「ネオシールド」がグッドデザイン賞受賞

中国国内マーケットのシェア拡大を目指す
テルモ上海と独占販売協力契約を締結

JMS グループの最新ニュースをお届けします。

当社が展開する腹膜透析関連製品
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当社では、持続的な企業価値向上と社会課題の解決を両立させることを目指し、2022年度より役員会での協議を重
ねて、価値創造プロセスの策定やマテリアリティ（重要課題）の特定を行ってまいりました。
今回の株主通信では、特定した19個のマテリアリティについてご紹介します。
今後は、これらのマテリアリティを解決するため、中期経営計画と連動しながら具体的なアクションプランを実行し、
持続可能な社会への貢献を通じて企業価値の向上を図ってまいります。

これらの取り組みを通じて、当社は、社会や環境への責任を果たしつつ、持続的な成長を実現していくことを目指しています。

・ 環境課題に対応した製品開発
・ すべての人々を笑顔にするための製品開発
・ 医療アクセスの向上
・ 予防医療サービスの拡充
・ オープンイノベーションによる新たな価値の創造・提供
・ グローバルマーケットにおけるJMSブランドの確立
・ ヘルスリテラシーの醸成
・ DX推進

1環境・社会課題解決に向けた
インパクト創出

・ コーポレートガバナンスの強化
・ サプライチェーン全体での
  サステナビリティへの取り組み
・ 事業継続マネジメント（BCM）の実施
・ 感染症への対応
・ 情報セキュリティの強化
・ コンプライアンスの徹底

4 健全な
ガバナンス体制の構築

JMS サステナビリティレポート 

サステナビリティ経営への取り組み

当社が取り組む重要課題（マテリアリティ）

・ 循環型社会への貢献
・ 気候変動に対応した経営

2 環境課題への
貢献

・ DE&I
  （Diversity Equity & Inclusion）
・ 働きやすさ・働きがい
・ 人的資本開発

3 価値創造を支える
多様な自律型人材の育成

Vol.1

JMSのサステナビリティ経営について
くわしくはWEBをご覧ください。 ▶

Business

Environment
Social

Governance



証券コード：7702

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
大阪証券代行部
〒541‐8502
大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
Tel.0120‐094‐777（通話料無料）

毎年6月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

定時株主総会　3月31日
期末配当　3月31日
中間配当　9月30日

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電
子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載して行う。

ご注意
自己名義株式

会社情報・株式情報（2024年9月30日現在）

株主名 持株数（千株）持株比率（％）

株式会社カネカ

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

一般財団法人土谷記念医学振興基金

土谷　佐枝子

社会福祉法人千寿会

株式会社広島銀行

ＪＭＳ共栄会

第一生命保険株式会社

大下産業株式会社

株式会社日本カストディ銀行（信託口）

（注）持株比率は、自己株式（229,537株）を控除して計算しております。
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会社概要 株式の状況

所有者別分布状況
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広島本社　〒730-8652 広島市中区加古町12番17号　TEL 082-243-5844  FAX 082-243-5997
東京本社　〒105-0023 東京都港区芝浦一丁目2番1号 シーバンスN館11F　TEL 03-6372-9120  FAX 03-6372-9121

株主メモ

1965年（昭和40年）6月12日

7,411,014,445円

医療機器、医薬品の製造・販売及び
輸出並びに輸入

1,588人（グループ総数  5,570人） 

設 　 立

資 本 金

主要な事業内容

従 業 員 数

事 業 年 度

基 準 日

定 時 株 主 総 会

同 連 絡 先

公 告 の 方 法

公 告 掲 載URL

上場金融商品取引所

株主名簿管理人
特 別 口 座 の
口 座 管 理 機 関

発行可能株式総数

発行済株式総数

株 主 数 9,200名

65,000,000株

24,733,466株
（自己株式229,537株を含む）

毎年4月1日から翌年3月31日までの1年

東京証券取引所スタンダード市場

電子公告とする。

https://www.jms.cc/ir/denshi.html

金融機関
5,868千株
（23.73%）

個人・その他
9,900千株
（40.02％）

229千株
（0.93%）

外国法人等
827千株
（3.35%）

422千株
（1.71%）

金融商品
取引業者

7,485千株
（30.26%）

その他の法人

■ 経営方針から主な製品、研究開発、IR、腹膜透析等の医療情報など掲載しています。ぜひご覧ください。

1.株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきまして
は、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等に
お問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきまして
は、特別口座の口座管理機関である三菱ＵＦＪ信託銀行にお問合
わせください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国本支店でもお取次ぎ
いたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支
払いいたします。

https://www.jms.cc/
JMS

その他必要があるときは、あらかじめ公告いたします｡ 




